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莱1島付近の海象の変化に関する調査研究について
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Reseamh㎝the　Change　of0㏄amgr叩hica1C㎝diti㎝in　the　Waters
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趾o㎜md　Awashima　Islamd

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ByM．Kumiwa

　　　　　　　　　　　　　　　！W鮒α〃ψ6f舳1〃8加伽∫亙功θ伽刎〃∫切’ゴ0〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstmct

　E伍ects　of　the　Niigata　Earthquake　on　the　coasta1isheries　were　investigated　for　the　waters　around　the

Awashima　Island　with　special　references　to　the　changes　in　ishing　and　oceanographical　conditions　and

submarine　topographical　features．

　For　some　kinds　of　demersa1丘sh，landings　from　traw1fishing　have　marked1y　increased　after　the　earth－

quake，whi1e，（〕f　course，there　can　be　seen　adverse　conditions．It　may　be　worthwhi1e　to　notice　that　many

dead　specimens　were　dredged　from　the　sea　of　the　epicenter　jllst　after　the　earthquake　occurrence・

　On　the　other　hand，rather　irregular　water　currents　prevailed　in　the　seas　off　the　coast　from　to　Sasagawa，

thus　causing　muck　hindrance　to　the　operations　of　po1e一・and・一1ine，boat　set　net（9ochiami　in　Japanese）

and　traw1ishing　in　this　district．Moreover，in　some　fshing一一grounds，trawling　became　almost　impossible

through　the　disturbances　at　the　bottom　surface，such　as　decayed　wood　and　muddy　substances。

　1．緒　　　言
　1964午6月16日の新潟地震は震源地が多数の漁船カミ操　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8叢塞驚葦鯛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　班

莱二している漁場であったため広範囲にわたって漁業に支　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窯

岬1が止じ，漁獲量の変化，漁，場地形の変化，弊牝、魚の採　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　図

捕等の鮒が各舳・ら鮒されてきた・　　　　　…叫一許　　、。。、　慧
　試験場がこれ箏の変化について調査にかかったのは6　　　　　　　　　　　　　　　　　　fム岨［　　　　　9一

月・・月からで，その後1…乍1月・・口までの問に調査船　急》　　　1　　　洲

木調査に御脇カドされた新潟県水産試験場技師岡田稔，

吉刷（喜知，フ〃；敏彦，技師補川上英雄，新言．罵峠水雌試
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1、剰一1粟鳥略図
験場浅海実験場土任神閉一・男の諦氏，ならびにI調査船越
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Map　showing　the　positions　of　set　nets　aromd
路丸と海光乗組員の方々に沫く感謝するものである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Awashima　Island　and　the　rising　conditions　of　the

　　2．調査結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　island　after　the　earthquake．

　　1．1粟島周辺で操業される漁業と漁況の変化

　　1．1定附綱漁一業一　　　　　　　　　　　　　　　　　　設膜されているが（図一1），6月16口の地膿直後の急潮

　　某．島にはタrとブリを漁獲対象とする定附綱が4ケ統　　　流のため1号と2号定概綱は錨網がゆるんだ程度であっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一37一



新潟地震防災総合研究報告（その1）防災科学技術総合研究報告第11号1966

　　　　　　　　　　　　　　　　表一1　粟島定置網魚種別漁獲状況
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たが，3舳r舳・1網の全椰と身網の榊榊1して操
業不能，4け定附は手網の錨が移動し網地の各部に切オし

口が牛じたが術修の結果操業可能となった．

　タイとブリ0）地震前後の漁況の変化は・タイにて）いて

は初漁かr，6月51噸まで連口漁獲が統／・たが・その後

ほとんど入綱がみられず，ブリについてはタイと同様6

月5口頃まで漁が続いてその後ほとんどまとまった人網

がみられなくなった．

　地震のあった16□を中心にしてみると約10口前位かF）

入網がみジ、れなくなり，16口以後は史に漁獲がが少なく

なっている．

　1．2　底曳網汝，、業

　粟島周辺は底曳網の好漁場で，岩船，桑川，八幡汕地

の小型底曳網漁船約60隻が操業しているが，地震後の6

月23目と28目に出漁した船の操業状態では，粟島南東郁

沖合の水深80～90m付近一帯に海底のもりあがりがある

ようで底曳網の網がかりするところが数カ所あり，笹川

沖の水深40m付近では泥が深くなって底曳網の曳網が出

来ず操業不能の状態である．

30　1

　來．島胴辺漁場で主に漁獲き一11る．（（禰はチグイ，’アカア

’マダイ，カナガシ’ラ，ニギス，ハタハタ，カレイ，　ヒラ

メ類、箏で，地虞後ある魚種によっては漁獲がよくな1）、

ある魚種については漁獲が悪くなっている．

　　2．粟島周辺で漁担される魚種別漁況の変化

　　2．1アカマグイ

　莱鳥南西0）水深90mf寸近はアカマタ’イの主・喫漁場て・，

　人一2　I粟島崩辺で操業する漁業種類別漁船数

　Nulnbers　of　vessels　c1assified　by　fishing　nユet－

hods　operating　around　Awashima　Island．
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表一3　月別魚種別漁獲量（1咄和39．1～12月）

Month1y1andings　of　main　species　of　ish．
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　　　Fishing　ground，where　marked　phemmena

　　，vere　observed　after　the　earthquake．

また．」也一1｛の虞源j也にあたるが，二の漁場にゴ也震後川漁

した底曳網漁船は1隻当り10～20kgσ）アカ7マダイを

漁獲しており、このようにアマダイカニまとまって底曳網

で漁獲Iきオτることは特異の現象で．消刺綱も例年より漁

則が■1，・く7∫］以i咋漁がはじまり，表一3に入られる、亡うに

7月から漁獲が一ω敷に坤功11している。

　仰1n言巾のアヤダイ漁場は，従来水深60～70mのところ

であったが，地簑後は水深75mより洲1で漁獲きれるよう

になり，漁場が沖に移醐した、tうである．

　2．2　タ　　　イ

　表一3に入られるうよに7月，　8」」は1竈、激に漁獲が減

少しているカミ，これは底曳網の禁漁期と地震後一冊的に

、1手智網の漁獲が減少したためと考えられる・底曳網の閉

禁後の9月からは好漁カミ続いている．ただ。八幡浦地1xl

は出漁しないため漁獲皆無となっている・

　2，3　キ　　　ス

　例年では6～7月は水深の7～10m浅場に■来一淋してく

るが，地震後は沖合に移動して水深35～45mのところに

漁場が形成されるようになり，八幡浦地1ヌ1では漁獲が減
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少したが，杵船地区では水深45m付近が好漁場となって

漁獲は増加している．

　2．4　カレイ，ヒラメ匁三

　マコガレイ，ヤナギムシガレイ，ヒラメ箏の漁獲が地

虞後一時的に増加の傾向を示したが，その後は減少の傾

向となっている．また，三枚底刺網によるマ・・ガレィも

一・一一時的に漁獲がよくなり，府屋．から脇川沖では6月16日

から17口まで網をおいて揚網したところ例年の2～3併

の漁獲をみている．

　3．果島周辺にお1ナる浅海漁業の被客

　3．1　アワビ，　トコブソ

　地農当時の時期には今同降起した水傑以下に凄息して

いた可能性があるが，地震直後海岸で拾われた親アワビ

の数は1，O00ケ前後であった・また，トコブンが．多数死

減した．

　3．2　サザエ

　地震庖後に1潅起した海岸で100m位の1削に150ケ位の錐
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一ケニ」一（1地Llン〕た川付一■一∵一｛．ピ．I、川ポ80㎝1汕f老）

　　Upheave（lrocl（y　l〕じ1lじhいf〈w1lshim1－sland

　；lftピrthceart11〔1mkc．
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　　　　　人一4　茱島胸端舳の底曳調命．漁獲物

　　Results　of　traw1丘shing　off　the　southernn1ost

　　point　of　the　Islan（1．
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　　　　　：；．：王　　　リカ　メ
ノ
　　　　　比f木レ’）f寸杵水flレ1は2m以1二〇）と二ろが多し・o）で杣当数

　　　　川κた比のκ川が一みら、れたが，海底の状況によほどの1変

　　　　化、ゲll．／’てい！〔いかぎり資1舳勺な影鷲は入ないと与えら

　　　　」い一…＝〕．

　　　　　4．粟島周辺の漁場の変動調査（、凶一2参舳

　　　　　■・■1一｛．1；川i」一辺で榊茱1てし・る小型底曳綱，一κ糾網業■者から

　　　　1ハ閉j「疋に、仁ると，　凶一一20）斜線で囲んだ地域に変動がみ

　　　　ビ。1正、㌧、1二うである．この閉収の糸・l1果について、；ぺ験場とし

　　　　’二は．洲一r痢～幽路ノL（118トン，420冊）とネ毎プ己（4．9トン

　　　　1川P　lノ之び小岬4底1辿網汝1船2隻を使州Lて調査を子∫なっ

　　　　た．

　　　　　4．／　架鳥南端から南束洲10）水沫75mの地域と南端洲1

　　　　　　　　　」水深90mの地域

　　　　　9」j17Hに海光によって庇曳網の、調命を行なったが海

　　　　庇に火状は．忍められず曳網に支障はなかった．

　　　　　人綱した魚櫛は大一4のとおりで漁獲はよくなかった

　　　　が，ニギスが漁獲物11もっとも多くなっている・また，

　　　　爪独以外の底凄性牛物で人網した0）はエン1ユウガニが多

　　　　く．そ0）他ポウウミf・ア’ゴだけであった．
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粟島f・11近の海象の’変化に閑する調査研究について一、侭片

　　　　表一5　粟鳥北端沖の底曳調査漁獲物

　Results　of　trawl　ishing　off　the　northerm11（）st

point　of　the　Island．
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　　この地域は小型底火漁茱0）ズワイカ’’二をヤ要漁，獲物と

した漁場・であるが，小刷底曳網漁船2隻を使川し」て水1’朱

300～310mの同漁場の調命．を行なったところ，311’ilの微

業はいづ一れも泥をかいたため揚網に21｝、宇1川’トもかかリ

j通常50分〕，揚がった網には泥がつまっていて漁場と

1てはまったく操茱不能0）状態であ一、ナニ．

　4，3　　　弐｛、｝ゴ、1ヒj楮洲1汝μ易

　i×1一・2　0）へ0）地』或は木材0）朽ちたのが人網すると0）二

とで，越路丸によって底1臭網の調査、を5同子∫なった．

　この糸1．汐壬，琢り島よ‘）のj也j或；こは朽オくもψ’なし・が，　木一L

よりになるにつれて人網するユー上が多くなって操茱一不能0）

場所もあった．

　5．潮流の変化

　下越j也1×1一帯の漁場て地虞直後か’バ1舳充の流向，流速

が不順となり、．ヒ層と」下膚に異った流れが現われる二と

が多くなって小型底I父網，1一押刺綱，氏刺綱，1本釣’1午の

操業が困難となった．

　この異常な潮流は調介船海光1が8月10口に図一2のホ

0）地域で底曳調介し一たH、｝にも入ら、h．燥茉が困難であっ

ナこ．　また，　』也〃～後カ“）9月中旬ごろまて・堆、｛行カ・ら榊≡川洲1

iこカ・：ナ’〔言1測目カニ⇒ド常パニ多くZぺら．hた．
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